
高教組ＨＰにもＵＰしています。「兵庫高教組」検索                                        全職員配布 

あなたも高教組へ。定年後に安心して暮らせるような再任用制度にさせましょう！ 

 

再任用者の配置校についての「新たなルール」の運用４年目 

基本的には現任校。他校への配置は限定的。 
2017年度に既に再任用だった人は従前通り原則として現任校配置 

6 月に入って、来年度の再任用についての希望調査がおこなわれています。この時期の調査は現時点で

の希望の調査であり、これで決定するわけではありません。今後の変更も可能です。 

再任用制度の発足当初、高教組は「原則現任校」勤務として県教委と合意しました。その後 2016 年度に

県教委から、「全職員に占める再任用者の割合が増えて、学校運営上課題が生じているところもある」と

いう理由で、配置校についての新たなルールについての協議の申し出がありました。交渉を重ねた結果、

校長や県教委による恣意的な運用がされないような確認をした上で、「新たなルール」が策定され、2018

年度新規の再任用者から適用されています。 

「新たなルール」の概要は、 

・「その学校で再任用者が多く、学校運営上の課題が生じている場合」に限り、本人が希望していな

くても他校への配置を検討できる。 

・その場合でも校長は該当者に丁寧に「学校運営上の課題」を説明しなければならない。 

というものです。「新たなルール」の運用は４年目になりますが、どこの学校へでも配置できるかのような

間違ったことを言う校長がいまだにいます。真に受けると、他校への配置を強いられたり、再任用を希望

しているのに「他校になるなら再任用をやめよう」というようなことにもなりかねません。雇用と年金の

確実な接続のための再任用制度が、本人の希望に添って運用されるように高教組はとりくみます。 

「新たなルール」については、県教委の再任用希望調査についての依頼文の「５ 運用について」の(2),(3)

に書かれています。以下、依頼文に添って、県教委との間で 

確認していることを解説します。 
５ 運用について 

(1)運用方法 (①は省略) 

②短時間勤務(週 23 時間 15 分)は、介護、健康等の事情のある

者に適用する。 

③特別支援学校教諭、養護教諭、実習助手、寄宿舎指導員への

再任用は、フルタイム勤務(週 38 時間 45 分)とする。 

(2)平成30年度新規再任用者からの新たな任用ルール 

①60歳定年退職後の新たな再任用及び次年度以降の更新の際

は、学校運営上の課題を踏まえ、そのうえで本人の希望校種・

地区、適性を考慮し、配置校を決定することとする。 

②このルールは、平成29年度末退職者（平成30年度新規再任用

者）から適用する。 

(3)留意点 

①再任用希望者には、再任用希望調査（第２回、10 月下旬実施

予定）の際に、調査票の提出とともに、希望校種、希望地域、

希望時間を基本に校長面談を実施し、希望などを確認する。 

・希望は、「校種」「地域」及び「時間」であり、「配置校」で

はない。ただし、再任用者がヒアリング等において配置希

望校を述べることは妨げない。 

・調査票の備考欄に記載がある場合は、その内容についても

確認し、配置に際しての参考とする。 

・現任校以外への配置を検討している場合は、その理由とな

る現任校における再任用者数等の学校運営上の課題を、校

長から本人に説明する。 

②上記①に基づき、現任校以外に配置しようとする場合には、

学校における職員全体の年齢構成、当該教科における年齢構

成や再任用者数、再任用希望者の適性、希望校種、地区等を

考慮し、配置について本人に事前に働きかける。 

・再任用を希望する者が、通勤時間等の事情により、提示する

配置校で勤務することができない事態にならないよう、十分

配慮する。 
 

(これは「新たなルール」とは関係ありませんが) 

診断書等は不要。「個別の事情は、本人か

ら校長もしくは県教委への申し出とする」

こととされ、介護、健康に限定せず、本人

の申し出に従って週 5日でも週 3 日でも可

能ということで、県教委との間で了解がで

きています。 

(これも「新たなルール」とは関係ありませんが) 

高教組は、希望する教職員すべてに、短時

間勤務を含めた希望の任用形態での再任

用を保障することを求めています。 

ヒアリング(校長、県教委)では、「配置希

望校」をはっきりと伝えましょう。 

調査票の備考欄には「現任校を希望する」

など、はっきり書きましょう。 

「現任校における再任用者数等」とありま

すが、「現任校における再任用者数」が主

です。「等」は副次的なもので、当該教科

における再任用者数がとんでもなく多い

場合などに限られます。 

「上記①に基づき」とは、「学校全体の再

任用者数が多すぎること」「そのことによ

って学校運営上の課題が生じていること」

が他校配置を検討できる大前提だという

ことです。②に挙げられたものを第一の理

由として他校配置を検討できるわけでは

ありません。 

他校への配置を検討できる場合でも、種々

の状況に十分に配慮して、事前に本人に働

きかけることとされています。 

2020 年度が再任用の 4 年目の方は、従前通

り「原則として現任校配置」です。 
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